
12
月
14
日（
木
）

特
別
国
民
体
育
大
会

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
」報
告
会

12
月
16
日（
土
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ（
東
京
）

「
鹿
児
島
黒
牛
」ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

12
月
20
日（
水
）

精
華
大
学
と
の
M
O
U（
包
括
協
定
）３
期
目
更
新

12
月
26
日（
火
）

「
か
ご
し
ま
こ
ど
も
環
境
大
臣
」任
命
式・サ
ミ
ッ
ト

１
月
15
日（
月
）〜
１
月
26
日（
金
）

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体・か
ご
し
ま
大
会

メ
モ
リ
ア
ル
展

１
月
22
日（
月
）

台
湾
屏
東
県
と
の
M
O
U（
交
流
協
定
）締
結

１
月
26
日（
金
）

鹿
児
島
の
夕
べ（
東
京
）

１
月
31
日（
水
）

ア
ク
サ
生
命
保
険（
株
）と
の
健
康
経
営
及
び

働
き
方
改
革
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結

２
月
５
日（
月
）

か
ご
し
ま「
働
き
方
改
革
」推
進
企
業
認
定
証
交
付
式

２
月
６
日（
火
）

高
校
生
と
か
ご
し
ま
の
今
と
未
来
を
語
る
会

（
伊
佐
農
林
高
等
学
校
）

２
月
10
日（
土
）

県
原
子
力
防
災
訓
練

２
月
11
日（
日
）

鹿
児
島
×ベ
ト
ナ
ム・テ
ト
フ
ェ
ス
タ

ほ
こ
ら
し
ゃ
奄
美
音
楽
祭

２
月
13
日（
火
）

（
株
）カ
ク
イ
ッ
ク
ス
と「
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」

への
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
協
定
締
結

２
月
15
日（
木
）

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体・か
ご
し
ま
大
会

開
催
記
念
プ
レ
ー
ト
除
幕
式

２
月
17
日（
土
）

イ
オ
ン
津
田
沼
店（
千
葉
県
）鹿
児
島
フ
ェ
ア

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ

２
月
23
日（
金
）〜
３
月
10
日（
日
）

お
い
ど
ん
カ
ッ
プ
2
0
2
4

写真入りで紹介

1月26日（金）

月29日［木］月1日［金］12 2

鹿児島の夕べ

東
京
都
の
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
東
急
ホ

テ
ル
に
て
、4
年
ぶ
り
に「
鹿
児
島
の
夕

べ
」を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、関
東
在
住
の
薩
摩
大
使
や
百

貨
店
・
量
販
店
バ
イ
ヤ
ー
、食
品
流
通
関

係
者
、観
光
関
連
事
業
者
な
ど
約
6
0
0

名
を
招
待
し
、日
本
一
の
鹿
児
島
黒
牛
を

は
じ
め
と
す
る
多
彩
で
豊
富
な
食
材
や

特
色
の
あ
る
文
化
な
ど
、世
界
に
誇
る

「
南
の
宝
箱
　
鹿
児
島
」の
魅
力
を
発
信

し
ま
し
た
。

ま
た
、県
内
各
地
か
ら
約
30
の
事
業
者

に
出
展
し
て
い
た
だ
き
、自
慢
の
商
品
の

P
R
や
商
談
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
も「
南
の
宝
箱
　
鹿
児
島
」の
魅

力
発
信
に
努
め
、さ
ら
な
る
県
産
品
の
販

路
拡
大
、誘
客
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

2月17日（土）

イオン津田沼店（千葉県）鹿児島フェア
トップセールス

千
葉
県
の
イ
オ
ン
津
田
沼
店
で
開
催

さ
れ
た「
鹿
児
島
フ
ェ
ア
」に
赴
き
、ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、J
A
鹿
児
島
県
経
済
連
や

J
F
鹿
児
島
漁
連
の
代
表
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
主
催
者
で
あ
る
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

株
式
会
社
南
関
東
カ
ン
パ
ニ
ー
の
役
員
の

皆
さ
ま
と
意
見
交
換
会
を
行
い
、県
産
農

畜
水
産
物
や
加
工
食
品
の
P
R
と
商
品

の
取
り
扱
い
の
拡
大
、継
続
的
取
引
を
要

請
し
ま
し
た
。

店
内
の
開
催
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
に
も
出

席
し
、和
牛
日
本
一
の
鹿
児
島
黒
牛
を
は

じ
め
と
し
た
多
彩
で
豊
富
な
食
材
や
、世

界
自
然
遺
産
の
屋
久
島
や
奄
美
大
島・徳

之
島
を
代
表
と
す
る
豊
か
な
自
然
な
ど
、

「
南
の
宝
箱
　
鹿
児
島
」を
来
店
者
の
皆

さ
ま
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

1月22日（月）

台湾屏東県とのＭＯＵ（交流協定）締結

台
湾
屏
東
県
を
訪
問
し
、同
県
と

M
O
U（
交
流
協
定
）を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
の
協
定
は
、同
県
と
鹿
児
島
県
が
青

少
年
、芸
術
・
文
化
、観
光
、経
済
な
ど
の

幅
広
い
分
野
に
お
い
て
交
流
を
促
進
し
て

い
く
た
め
に
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

屏
東
県
は
台
湾
の
南
端
に
位
置
し
、豊

富
な
農
水
産
物
に
恵
ま
れ
、ま
た「
台
湾

の
南
洋
」と
も
い
わ
れ
る
台
湾
有
数
の
観

光
地
で
あ
り
、農
業・漁
業・観
光
を
主
要

産
業
と
す
る
な
ど
、鹿
児
島
県
と
の
共
通

点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
産
品
の
販
路
開
拓
や
観

光
客
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、台

北
を
中
心
と
す
る
台
湾
北
部
地
域
で
実

施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
後
は
、

M
O
U
締
結
を
契
機
に
、台
湾
南
部
地
域

ま
で
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

2月11日（日）

鹿児島×ベトナム･テトフェスタ

鹿
児
島
県
に
は
、5
0
0
0
人
を
超
え

る
ベ
ト
ナ
ム
人
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
国

籍
の
方
が
暮
ら
し
て
お
り
、外
国
人
の

方
々
が
住
み
や
す
く
魅
力
的
な
鹿
児
島

の
実
現
を
目
指
す
目
的
で「
鹿
児
島
×
ベ

ト
ナ
ム・テ
ト
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
し
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、幸
福

を
願
っ
て
鍋
を
叩
く
ベ
ト
ナ
ム
の
新
年
運

だ
め
し
で
ベ
ト
ナ
ム
の
旧
正
月（
テ
ト
）を

お
祝
い
し
、ベ
ト
ナ
ム
伝
統
舞
踊
や
樟
南

高
校
書
道
部
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
、ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
双
方
の
文
化

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
ベ
ト

ナ
ム
の
方
々
や
県
民
の
皆
さ
ま
に
お
越
し

い
た
だ
き
、会
場
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

今
後
と
も
、ベ
ト
ナ
ム
人
を
は
じ
め
と

し
た
在
留
外
国
人
の
方
々
が
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2月13日（火）

株式会社カクイックスと「かごしま県民交流センター」への
ネーミングライツ協定締結

株
式
会
社
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
と「
か
ご
し

ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」へ
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ（
命
名
権
）に
つ
い
て
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

「
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
」は
、

令
和
6
年
4
月
1
日
か
ら
、「
カ
ク
イ
ッ
ク

ス
交
流
セ
ン
タ
ー
」と
い
う
愛
称
で
県
内

外
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、県
民
の
自
主
的
な
活

動
を
促
進
し
、交
流
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
平
成
15
年
4
月
に
開

館
し
、令
和
5
年
に
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。こ

の
愛
称
が
、多
く
の
方
々
に
末
永
く

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、株
式
会
社

カ
ク
イ
ッ
ク
ス
様
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、施
設

の
管
理・運
営
の
充
実
や
、利
用
者
へ
の
よ

り
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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－県政の動き－


